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準
優
勝
し
た
。
南
部
は
準
決
勝
で
、

弟
妬
回
梅
の
里
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

疋
草
津
は
や
ぶ
さ
（
滋
賀
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）
に
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１
回
戦
の
二
上
（
奈
良
県
）
と

２
回
戦
の
北
日
野
（
福
井
県
）
を
セ

ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２
１
０
で
破
り
、

準
決
勝
に
進
出
。
草
津
は
や
ぶ
さ

と
の
試
合
は
、
第
１
セ
ッ
ト
別
Ｉ

７
、
第
２
セ
ッ
ト
虹
１
焔
で
快
勝

し
た
。

決
勝
で
は
女
子
バ
レ
ー
日
本
代

表
選
手
を
輩
出
し
た
強
豪
、
高
槻

（
大
阪
府
）
と
対
戦
。
第
１
セ
ツ

そ
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
』
な

ど
と
答
弁
し
て
い
た
。

近
隣
自
治
体
で
は
、
印
南
町
が

毎
月
第
８
日
曜
に
開
庁
し
て
窓
口

業
務
を
行
っ
て
い
る
。
田
辺
市
は

毎
週
木
曜
、
本
庁
の
窓
口
業
務
の

一
部
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て

い
る
。ル
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返
っ
た
。

南
部
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
皆
さ

ん
。
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田
辺
市
龍
神
村
西
、
龍
神
行
政

局
近
く
の
空
き
倉
庫
と
周
辺
で
こ

の
ほ
ど
、
手
作
り
雑
貨
や
農
産
物

蕊 I

鍵霧
霧

蕊
鐘

な
ど
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、
地
元
住
民
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

西
地
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

田
辺
市
龍
神
村
安
井
の
龍
神
市

民
セ
ン
タ
ー
で
こ
の
ほ
ど
、
高
齢

者
向
け
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
（
ア
イ
パ
ッ

ド
）
無
料
教
室
が
あ
っ
た
Ｑ
龍
神

村
の
帥
～
帥
代
の
９
人
が
参
加
し

た
。
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一
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高
齢
者
が
亙
Ｐ
劇
趨
体
験

龍
神
村
で
教
室

勘
鱒

う

蕊 ,1
辺市龍神村西で）

汽
や
詞
但
し
一
一
二
寸
澗
Ⅱ
〃
し
〃
以
奇
、
需
雰
仁
則
虻
、
弊
只

元
で
採
れ
た
旬
の
野
菜
な
ど
思
い

思
い
の
商
品
を
販
売
し
た
。

小
川
さ
ん
は
「
初
め
て
の
開
催

だ
っ
た
が
、
皆
さ
ん
に
協
力
し
て

も
ら
え
た
の
で
よ
か
っ
た
９
今
後

も
西
地
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を

続
け
た
い
」
と
話
し
た
。

事
務
所
主
催
。
東
京
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
会
社
の
社

員
が
講
師
を
務
め
た
。

参
加
者
は
ア
イ
パ
ッ
ド
の
画
面

に
触
れ
、
写
真
撮
影
や
テ
レ
ビ
電

話
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
信
な
ど
の

操
作
方
法
を
体
験
し
た
。

龍
神
村
福
井
の
山
本
尚
司
さ
ん

（
師
）
は
「
普
段
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
情
報
収

集
が
簡
単
に
で
き
て
良
い
。
携

帯
用
に
便
利
だ
と
思
う
」
と
話
し

だ陰
り
つ
』
こ
０

み
な
く
町
埴
田
の
な
か
よ
し
福

祉
会
に
次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
が

な
か
よ
し
福
祉
会
へ
寄
付


